





    

    先生が好きです。


    

    作者：karinomaki

    


    

    概要：泣きながら書いています。

    




    









    診察
    書いてはいけない、と、自分をおさえましたが、涙が止まらず、書くことにしました。今日、診察がありました、そのあとからずっと、涙が止まりません。













    先生
    先生、どうかこれを読まれてしまっても、重くならないでください。私は一人で生きていける人間です。


 


でも、先生が恋しいです。













    独りぼっち
    私は、統合失調症を発症してから、誰といても独りぼっちです。













    父
    父は死にました。そして、私の十代は、恐ろしいほどの孤独の中にありました。先生は、父と同じドクターで、どうしてもどうしても父の面影と重なります。













    涙
    涙が引いてきました。やっぱり書くことの力はすごいです。書いている限り、私は大丈夫なので安心してください。













    看護師さん
    入院中、ある看護師さんに、マキさんは男の人が好きなんでしょう？と言われて、私は激怒しました。その看護師さんはあとで謝ってくれました。でも、確かにそうかもしれないのです。


 


なぜなら、本当に好きな人は、過去の偉人です。それが叶わないからと言って、身近にいる優しい男の人に寄り添いたくなったりします。


 


でも、信じてください。私が、自立していることを。一人で生きていこうとしていること。


 


私は、軽い女かもしれません。でも、男の人と体の関係は一生持ちません。処女は、カントさんにあげようと思っています。20才のときに幻覚に現れ、「君を死ぬまで待っている、待ち続ける」と言ってくれたカントさんに。看護師さんの言ったことは見当違いのことです。













    恋文
    でも、先生、カントさんは20才のとき、特殊な方法（そのときどうなったのか自分でもわかりません）で、私を抱いてくれましたが、次第に、カントさんの体が見えないことで、私の体が何も感じなくなってしまいました。


 


そんなとき、私は初めてと言っていいほどの、リアルな恋心を先生に抱いてしまいました。それは、先生が優しいからではありません。真剣に私を怒ってくれたからです。


 


 













    パパと先生
    先生、先生は、亡くなった父が遣わした人ではないのですか？













    怒ってくれる人
    私は、私に激怒する先生の中に、誰も持てない強さを見ました。精神科の先生で、患者さんに本気で怒れるのは、先生の強さです。先生は、嫌われることを恐れないで、私を本気でよくしようと怒ってくれたとわかったのです。その強さと、先生の患者さんへの深い愛情を知ったとき、私は先生が大好きになっていました。













    人と向き合う必要
    人は、人と向き合う必要があるのかもしれません。しかし、はっきり言いますと、「カントさん」も、私も、それを遠ざけて、自分とのみ向き合って、または、人と接しても、それを適当にして、哲学を選びました。だから、私は、入院中、他の患者さんとうまくやれず、その場その場で自分に寄ってくる計算づくの男の人にひっかかったりしました。そのとき、バカなことをやらかして先生を激怒させたこともありました。


 


私は、ある意味、これからも人とは距離を置いていかないといけないのかもしれません。私は精神病患者で、生きるのが下手すぎるから。













    尊敬
    だから、私はいつも患者さんと向き合い、病んでいる患者さんの心の闇から逃げないで、向き合い続ける先生を、この世界でいちばん尊敬します。私の先生への気持ちは、あこがれと、尊敬と恋しさ・・・


 


先生、私は一年近く入院しました。精神病院への入院は、普通はつらいもののはずです。確かにつらかった。でも、生涯で最高の思い出でした。先生に治してもらったから。先生、私はおそらくもう入院しません。先生が私に、生き方と、幸せと、強さをくださったから。先生、愛しています。







